「大正大学蔵『山槐記』「蓮花王院御塔供養記」について（一）」 by 三浦 龍昭





























写ではないかと考えられる。 『山槐記』の刊本としては 『 （増補）史料大成』二六～二八があり また『大日本史料』にも関係する部分が収載さ ているが、本写本の記述はそれらには未収録のようである。
次に本文の記載内容を見ていきたい。先述したように、これは蓮華王院内に建立された五重塔の供養に関する記事








それに供奉している。そして蓮華王院の南門より入り、後白河法皇、高倉天皇、関白藤原基房以下の公卿たちが着座した。左右の舞人・楽人による乱声・振鉾 よって儀式が開始されて その後 僧衆を迎え入れ、導師・呪願高座に登っている。供花、菩薩・蝶鳥などの舞が り、唄、散花、大行道、讃 梵音などが続き 錫杖 間 非常
二






この供養当日については、 『玉葉』 、 『百錬抄』 、 『愚昧記』 、 『仲資王記』などに史料が残されてい
る（８）
。そのなかでも
とくに詳細に記述されているのは、藤原兼実の日記『玉葉』であり それによってかなりのことを知ることはでき 。ただし兼実自身が 「凡今日次第、具在式、或又法会之儀、依為恒事、委不記之、後代可尋見奉行人記等
歟（９）
」と記し















八号、一九八〇年）や藤原重雄「 『大日本史料』第三編関係史料の収集・校正および春日大社関係散逸史料の調査」 （ 『東京大学史料編纂所報』第三六号、二〇〇一年）などによると、この宏寿の仮名は少納言であり 永和二年（一三七六）より鎮守八幡宮供僧とし 見え、永徳二年（一三八二） り宝厳院院主、応永三年（一三九六）より凡僧別当となり、応永十年（一四〇三）閏十月二十七 に法印で没したが、 「中世東寺の教学方面ではある程度名の知られた学匠で」あったとされる。 『東寺百合文書』内には、宏寿の署判した書状等がいくつか見られるのでその一つを後掲する（ 『東寺百合文書』マ函七八号） 。これを見ると、本写本に記された文字とかなり類似しているように思われるがやはり確証は得ら ない また蓮華王院内の宝蔵には、後鳥羽上皇によって書写された「中山内府記」 （ 『山槐記』 ）が納められてい が、後高倉 によって宝蔵から取り出され ままになっていたものを、九条道家の命で書写し、安貞二年（一二二八）三月十三日にその功を終えている（ 『玉蘂』安貞二年三月十三日条） 。なお蓮華王院の宝蔵については、竹居明男「蓮華王院 宝蔵――納物・年代記・絵巻――」 （古代學協會編『後白河院――動乱期の天皇―― 、吉川弘文館、一九九三年） 、高橋一樹「中世成立期 おける王権宝蔵とその歴史的性格― 蓮華王院宝蔵 中心に――」 （小野正敏・五味文彦・荻原三雄編『 人のたからもの―― があらわす権力と富――』 、高志書院、二〇 一年）に詳し 。宏寿が書写する際の底本の問題や書の経緯なども含め、今 の検討に委ねたい。（5）蓮華王院については、田中教忠『蓮華王院三十三間堂考』上・中・下 興文社、一 二年） 赤松俊秀 上横
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赦之由、別当兼非可令仰官人等 但臨期人数不候者、可不便、仍兼仰道官人基広可守護蓮華王院 之由、出廻文令催之知参否、且内々示頭権大夫曰 不可
　
」
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権大夫光能朝臣奉勅、忠節賜一階之由申関白、随御気色申左大臣、ゝゝゝ起座居中納言之座末程、
今度不加座
　
頗引入被居、
令左
近官人召忠節、 已欲入楽屋之時走向召之 忠節経舞台西方参追、跪左大臣前池上
上官座
　
東北辺、
左大臣仰曰、一
階経
ソト
、忠節頗退立向御所方、持撥再拝之間、於二箇
所施一曲退入、散手右近大夫将監狛光近
左一
　
物也、
舞之、
右左
府
〻
又起座被仰勧賞、
頭権大夫又臨期仰之、
散手経
舞台西参進奉仰、持桙再拝退入 次楽人
　
」
（１２ウ）豊原時秋
雅楽
　　
大夫也、
賜一階、持笙再拝退、貴徳間、
廳官等取松明列立舞台東西、法皇被仰中宮大夫曰、於庭可令舞者、大夫
〇 召
御随身仰也、
右〻
将
左
曹秦
　　
兼任唐綾袴、
紫菊閉、右将曹秦頼文布襖袴、肱立入錦、 府生下毛野敦佐、襖袴如恒、右府生秦兼宗 唐綾襖袴、菊閉、近衛秦兼景、貫布、蘇芳取染袴付梅花、秦兼次白貫布
　〇
袴付龍胆、皆褐衣帯剣、
　
官人持笏撤東幔下、雖御出家之
後、祗候院中、兼保召次長也 舞遅々并雑事召付
仰歟
、件御随身等貴徳下舞台於庭
〇 舞
了、帰登
退入、次龍王、又経舞台下前庭舞之 此間予
　
」
（１３オ）退出、脚気発動、依不能騎馬 不供奉還御也、後聞、納蘇利後、賜男女官禄、有御贈物、判官代
一七
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第九十九輯
90
安房守定
（藤原）
長奉行之、伝聞、源大
（定房）
納言取御籠
本ヵ
裹錦
付銀押枝、
　
以玉結之、
  藤大
（実定）
納言取琵琶、
入錦袋、
自御塔東方進
出、跪主上御座前、至于西廊、付職事有御引出物、御馬二疋
不置鞍、
賜、小将時
（平）
家、
持
■鞭
、
　
浅履、
右少将顕
（藤原）
家朝
臣
持鞭、
　
浅履、
　引之、将監各引下手、入自■
東
幔門、経
高座西 塔之間、引出物方
不廻之、只引出也、
　
次有中宮
御賜物、御本
裹錦袋、
　
付銀枝、
花山院中
（兼雅）
納言取 、
本儀右大
将可被取云々、
　　　
而退下宿所、遅参替、
権大進宗
（藤原）
頼取之、
亮重衡朝臣
　　
退出、仍請取也、
　
」
（１３ウ）次被行勧賞従三位藤原実宗
上西門院御経、宰相中将也、無 﨟第七宰相
　　　　
藤原長方
院御給、参議右大弁也、第八宰相 ■
干
■時
三位左大弁俊経有懇歟
　　　　　　　
従四位上藤原実教
院御給、
　　　　　　　
左少将也 無同官上﨟、
従五位上藤原隆清
行事隆季卿譲無官人也、
　
法眼寛敏
上座静賢譲、舎弟也、仁和寺僧、
　　　　
法橋成覚
別当前大僧正、覚讃譲、
　　
　
頼全
絵仏師、
　
頼源謙、
　
康慶
仏師　
追可申請之由被仰下人、
大工貞時
一階■■
　
各一階
　
」
一八
